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学生生活の実態と学修経験

— 設問別 集計結果 —

学生生活実態・満足度調査 ／ 文部科学省 全国学生調査

本報告書は、①本学全学年を対象とした学生生活実態・満足度調査（Q01〜Q24）

と、②文部科学省が実施する全国学生調査（2年生・4年生対象）の学修項目の回

答結果を、設問ごとに集計してまとめたものです。

生活実態調査

407名

全国学生調査

167名

2年生

90名

4年生

77名

実施主体：文部科学省（全国学生調査）／本学（学生生活実態・満足度調査）

出典：2025年度 学生生活実態・満足度調査 元データ（両調査シート）
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調査の概要と集計の見方

数値の前提を確認してからご覧ください。

報告内容

本学の学生生活実態・満足度調査（全学年）と、文部科学省「全国学生調査」（2年生・4年生対象）の設問別集計結果

調査実施

2025年度（令和7年度）

対象と有効回答数

学生生活実態・満足度調査：全学年 407名（設問により回答数が異なる）／ 全国学生調査：2年生 90名・4年生 77名（計 167

名）

調査項目

第1部 学生生活実態・満足度調査：Q01〜Q24（生活基盤・費用負担・課外活動・支援制度・施設利用）／ 第2部 全国学生調

査：授業・学修に関する経験（9項目）・身に付いた知識・能力（11項目）・学修の意識・姿勢（4項目）・1週間の学修行動時

間（6項目）

集計方法

設問ごとに有効回答者数を分母とし、選択肢別の回答数と割合（%）を算出。割合は小数第1位を四捨五入。複数回答・条件

付き設問・設問分岐の扱いは各設問の注記を参照。

ご覧いただく際の注意

割合は四捨五入の関係で、合計が100.0%にならない場合があります。

各設問の母数（n）は設問ごとの有効回答数であり、全体の回答数とは一致しません（未回答・設問分岐の影響）。

Q11・Q12は実家生を含む全回答者が対象（「必要ない」が約2/3）。一人暮らしの学生のみの内訳を併記しています。

Q16（部活動・サークル）は複数回答。Q20（オフィスアワー確認）は研究室訪問経験者のみを対象とした条件付き集計です。

第2部（全国学生調査・学修）は2・4年生を対象とし、設問が一部異なります（「卒業論文・卒業研究・卒業制作」は4年生の

み）。
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エグゼクティブサマリー

集計結果からみえてきた主な洞察

本学の学生を対象とした2つの調査（学生生活実態・満足度調査：全学年 n≈407／全国学生調査：2・4年生 167名）の集計結

果から、以下の点が明らかになりました。

教育活動への評価は概ね良好

授業の工夫（2年 95.5%／4年 96.1%）、成長実感（2年 93.3%／4年 85.7%）、学修目標の意識（2年 93.3%／4年 87.0%）な

ど、肯定的回答が両学年とも8〜9割を占めます。

1

2年生は全項目で高い肯定的評価

教職員の熱心さ 94.4%、成長実感 93.3%など、学修への前向きな姿勢がうかがえます。

2

4年生は「身に付いた知識・能力」の自己評価に課題

外国語を使う力（否定 76.6%）、数理・統計・データサイエンス（否定 74.0%）、問題発見・解決力（否定 22.1%）で、2年

生（41.6%／37.1%／6.7%）を大きく上回る否定的回答がみられます。

3

大学教育の改善への期待が4年生で高い

授業アンケート等の意見反映への肯定が4年 53.2%（2年 77.5%）に留まり、教育改善への要望がうかがえます。

4

学生生活の評価も高く、生活面では朝食習慣と支援認知に課題

学生生活の充実度 94.1%、成長実感 88.4%と高い一方、朝食を毎日食べる学生は52.1%、学生相談室の利用方法を十分に知

らない学生は57.0%（奨学金制度は33.9%）です。

5

一人暮らしの学生は家賃を家族に依存、生活費は自己負担

一人暮らし（62名）の家賃は「すべて家族等が負担」77.4%である一方、生活費は「すべて自分で負担」32.3%が最多で、

負担の分担に偏りがみられます。

6

示唆

全体の評価は高い一方、4年生の能力自己評価・教育改善への期待・学修時間の実態、および生活面の支援認知や一人暮ら

し学生の負担に課題がみられます。2年生・4年生それぞれの特性に応じた学修支援と、教育内容・方法の改善、支援情報の

周知を進めることが有効です。

7

生活実態にも2・4年生差がみられる

学生ホール・ラウンジを週5日以上利用するのは2年生33.8%に対し4年生2.9%、図書館をほとんど利用しないのは2年

31.1%に対し4年生51.5%。朝食を毎日食べる2年生48.6%に対し4年生35.3%、奨学金制度を「知っている」は2年30.0%に

対し4年生14.3%など、施設利用・生活習慣・支援認知でも学年差が明確です。

8

集計上の留意点（分母・条件付き集計）

Q11・Q12（一人暮らしの家賃・生活費）は全回答者を分母としており（「必要ない」が約67〜68%）、一人暮らしの学生

（62名）に限った内訳を併記しています。Q20（オフィスアワー確認）はQ19で「ある」と回答した研究室訪問経験者 179

名のみを対象とした条件付き集計です。Q16（部活動・サークル）は複数回答のため組合せのまま集計しています。学修関

連設問（n=76〜89）も全体とは分母が異なります。

9
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集計からみえた主なポイント

各設問の集計結果から、特徴的な数値を抜き出しました。

指標（2・4年生比較） 2年生 4年生 差

学生ホール・ラウンジ週5日以上（Q23） 33.8% 2.9% 30.9pt

図書館をほとんど利用しない（Q21） 31.1% 51.5% 20.4pt

朝食を毎日食べる（Q02） 48.6% 35.3% 13.3pt

奨学金制度を「知っている」（Q17） 30.0% 14.3% 15.7pt

2・4年生の比較（各群の有効回答を分母）。第1部 補足のクロス集計表の抜粋。

指標（学生生活実態・全学年） 数値 備考

家族・親族等と同居（Q01） 82.0%

1人暮らし（Q01） 15.3%

朝食を毎日食べる（Q02） 52.1%

学生相談室の利用方法を十分に知らない（Q18） 57.0%
あまり知らない+まったく知ら

ない

奨学金制度を十分に知らない（Q17） 33.9%
あまり知らない+まったく知ら

ない

学生生活が充実（参考） 94.1% n=406

成長の実感がある（参考） 88.4% n=405

一人暮らしの家賃：すべて家族等が負担（Q11・一人暮らしの

み）
77.4% n=62

一人暮らしの生活費：すべて自分で負担（Q12・一人暮らしの

み）
32.3% n=62

生活実態側の設問は全回答者（n=約406〜407）を対象。Q11・Q12は一人暮らしの学生のみ（n=62）の内訳を示す。

項目（全国学生調査・学修編） 2年生 4年生

授業の工夫があった（肯定的回答） 95.5%（84/88） 96.1%（73/76）

大学の学びで成長を実感（肯定的回答） 93.3%（83/89） 85.7%（66/77）

学修目標を意識して学修（肯定的回答） 93.3%（83/89） 87.0%（67/77）

教職員は熱心に教育（肯定的回答） 94.4%（84/89） 80.3%（61/76）
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授業アンケートが反映（肯定的回答） 77.5%（69/89） 53.2%（41/77）

外国語を使う力（否定的回答） 41.6%（37/89） 76.6%（59/77）

数理・統計・DS（否定的回答） 37.1%（33/89） 74.0%（57/77）

問題発見・解決力（否定的回答） 6.7%（6/89） 22.1%（17/77）

上段5項目は肯定的回答、下段3項目は否定的回答の割合。学修項目は設問ごとに分母が異なる（n=76〜89）。
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第1部①　学生生活実態・満足度調査（Q01〜Q07 生活基盤）

居住・食生活・睡眠・授業中の眠気（全学年）

Q01 n=406

居住形態

「その他」自由記述を含む

選択肢 割合（人数）

家族・親族等と同居 82.0%（333人）

1人暮らし 15.3%（62人）

活水看護寮 1.2%（5人）

彼氏と同居 0.2%（1人）

双子の姉と2人暮らし 0.2%（1人）

実家を離れて妹と同居中です。 0.2%（1人）

2人暮らし（兄弟） 0.2%（1人）

双子の妹と2人暮らし 0.2%（1人）

Q02 n=407

朝食を食べる頻度

選択肢 割合（人数）

毎日食べている 52.1%（212人）

週5〜6日は食べている 16.0%（65人）

週3〜4日は食べている 15.7%（64人）

週1〜2日は食べている 8.6%（35人）

いつも食べていない 7.6%（31人）

Q03 n=407

昼食を食べる頻度

選択肢 割合（人数）

毎日食べている 79.6%（324人）

週5〜6日は食べている 12.3%（50人）

週3〜4日は食べている 6.9%（28人）

週1〜2日は食べている 0.7%（3人）

いつも食べていない 0.5%（2人）
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Q04 n=407

夕食を食べる頻度

選択肢 割合（人数）

毎日食べている 86.7%（353人）

週5〜6日は食べている 8.8%（36人）

週3〜4日は食べている 3.7%（15人）

週1〜2日は食べている 0.5%（2人）

いつも食べていない 0.2%（1人）

Q05 n=407

平日の睡眠時間

選択肢 割合（人数）

3時間以上、6時間未満 51.6%（210人）

6時間以上、9時間未満 45.2%（184人）

3時間未満 2.9%（12人）

9時間以上 0.2%（1人）

Q06 n=406

休日の睡眠時間

選択肢 割合（人数）

6時間以上、9時間未満 70.2%（285人）

3時間以上、6時間未満 17.0%（69人）

9時間以上 11.8%（48人）

3時間未満 1.0%（4人）

Q07 n=406

授業中の眠気の頻度

選択肢 割合（人数）

週1〜2日くらいある 42.6%（173人）

ほとんどない 42.1%（171人）

週3〜4日くらいある 9.4%（38人）

ほぼ毎日ある 5.9%（24人）
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第1部②　学生生活実態・満足度調査（Q08〜Q13 費用の負担）

校納金・修学費・通学費・家賃・生活費・遊興費（全学年）

Q08 n=406

校納金の負担状況

選択肢 割合（人数）

すべて家族等が負担 82.3%（334人）

一部を自分が負担（家族等の負担が多い） 8.4%（34人）

すべて自分で負担 4.7%（19人）

一部を家族が負担（自分の負担が多い） 3.0%（12人）

必要ない 1.7%（7人）

Q09 n=406

修学費の負担状況

選択肢 割合（人数）

すべて家族等が負担 65.5%（266人）

すべて自分で負担 15.5%（63人）

一部を自分が負担（家族等の負担が多い） 10.1%（41人）

一部を家族が負担（自分の負担が多い） 7.9%（32人）

必要ない 1.0%（4人）

Q10 n=406

通学費の負担状況

選択肢 割合（人数）

すべて家族等が負担 50.7%（206人）

すべて自分で負担 19.0%（77人）

必要ない 11.8%（48人）

一部を自分が負担（家族等の負担が多い） 11.3%（46人）

一部を家族が負担（自分の負担が多い） 7.1%（29人）
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Q11 n=364

一人暮らし家賃の負担状況

選択肢 割合（人数）

必要ない 67.9%（247人）

すべて家族等が負担 27.7%（101人）

すべて自分で負担 2.7%（10人）

一部を自分が負担（家族等の負担が多い） 1.4%（5人）

一部を家族が負担（自分の負担が多い） 0.3%（1人）

うち｜一人暮らしの学生のみ（n=62）

選択肢 割合（人数）

すべて家族等が負担 77.4%（48人）

すべて自分で負担 16.1%（10人）

一部を自分が負担（家族等の負担が多い） 4.8%（3人）

一部を家族が負担（自分の負担が多い） 1.6%（1人）

注記全体の分母には実家居住等の学生を含みます（「必要ない」が約68%）。一人暮らしの学生（62名）のみの内訳を併記しました。

Q12 n=363

一人暮らし生活費の負担状況

選択肢 割合（人数）

必要ない 66.7%（242人）

すべて家族等が負担 16.0%（58人）

一部を自分が負担（家族等の負担が多い） 8.3%（30人）

すべて自分で負担 6.1%（22人）

一部を家族が負担（自分の負担が多い） 3.0%（11人）

うち｜一人暮らしの学生のみ（n=62）

選択肢 割合（人数）

すべて自分で負担 32.3%（20人）

一部を自分が負担（家族等の負担が多い） 29.0%（18人）

すべて家族等が負担 22.6%（14人）

一部を家族が負担（自分の負担が多い） 16.1%（10人）

注記全体の分母には実家居住等の学生を含みます（「必要ない」が約67%）。一人暮らしの学生（62名）のみの内訳を併記しました。
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Q13 n=402

遊興費の負担状況

選択肢 割合（人数）

すべて自分で負担 71.4%（287人）

一部を家族が負担（自分の負担が多い） 17.9%（72人）

一部を自分が負担（家族等の負担が多い） 4.2%（17人）

すべて家族等が負担 4.0%（16人）

必要ない 2.5%（10人）
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第1部③　学生生活実態・満足度調査（Q14〜Q20 課外活動・支援制度）

両立・ボランティア・部活動・奨学金・相談室・研究室訪問（全学年）

Q14 n=407

学生生活とアルバイトの両立状況

選択肢 割合（人数）

両立できている 47.9%（195人）

おおむね両立できている 39.8%（162人）

アルバイトはしていない 10.6%（43人）

あまり両立できていない 1.5%（6人）

両立できていない 0.2%（1人）

Q15 n=406

ボランティア活動の実施状況

選択肢 割合（人数）

したことがない 55.4%（225人）

以前はしていたが、現在はしていない 28.8%（117人）

単発を不定期や長期休暇中のみしている 10.3%（42人）

定期的にしている 5.4%（22人）
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Q16 n=404

部活動・サークル活動の状況

複数選択可（選択肢の組合せのまま集計）

回答（選択肢の組合せ） 割合（人数）

活動はしていない 69.3%（280人）

本学の部やサークルで活動 21.8%（88人）

他大学の部やサークルで活動 3.5%（14人）

地域（社会人など）の部やサークルで活動 3.5%（14人）

活動はしていない・地域（社会人など）の部やサークル

で活動
0.7%（3人）

本学の部やサークルで活動・他大学の部やサークルで活

動
0.5%（2人）

本学の部やサークルで活動・活動はしていない 0.2%（1人）

他大学の部やサークルで活動・活動はしていない 0.2%（1人）

他大学の部やサークルで活動・地域（社会人など）の部

やサークルで活動
0.2%（1人）

注記複数選択可の設問です。「活動はしていない」単独は69.3%（280人）。本学／他大学／地域の部活動は選択肢を組合せたまま集計していま

す（分母 n=404）。

Q17 n=407

奨学金制度の認知度

選択肢 割合（人数）

おおむね知っている 44.2%（180人）

あまり知らない 26.5%（108人）

知っている 21.9%（89人）

まったく知らない 7.4%（30人）

Q18 n=407

学生相談室の利用方法の認知

選択肢 割合（人数）

あまり知らない 45.0%（183人）

おおむね知っている 28.0%（114人）

知っている 15.0%（61人）

まったく知らない 12.0%（49人）
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14 2025年度 学生生活実態・全国学生調査 集計結果

Q19 n=403

教員研究室への訪問状況

選択肢 割合（人数）

ない 55.6%（224人）

ある 44.4%（179人）

注記Q20（オフィスアワー確認）は、この設問で「ある」と回答した学生のみを対象に集計しています。

Q20 n=179

オフィスアワー確認の有無

選択肢 割合（人数）

確認しない 51.4%（92人）

確認する 48.6%（87人）

注記条件付き集計です。対象はQ19で「ある」（教員研究室への訪問経験がある）と回答した179名のみ。全回答者407名に対する割合ではあり

ません。
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第1部④　学生生活実態・満足度調査（Q21〜Q24 学内施設）

図書館・情報処理室・ホール・学生食堂・充実度（参考）

Q21 n=407

図書館の利用頻度

選択肢 割合（人数）

ほとんど利用していない 41.3%（168人）

月1〜2日 19.4%（79人）

週1〜2日くらい 15.2%（62人）

月3〜4日くらい 13.0%（53人）

週3〜4日くらい 9.8%（40人）

週5日以上 1.2%（5人）

Q22 n=406

情報処理室の利用頻度

選択肢 割合（人数）

ほとんど利用していない 59.6%（242人）

月1〜2日 15.8%（64人）

週1〜2日くらい 13.1%（53人）

月3〜4日くらい 9.6%（39人）

週3〜4日くらい 1.7%（7人）

週5日以上 0.2%（1人）

Q23 n=342

学生ホール・ラウンジの利用頻度

選択肢 割合（人数）

週3〜4日くらい 31.6%（108人）

週5日以上 21.1%（72人）

週1〜2日くらい 17.8%（61人）

ほとんど利用していない 16.1%（55人）

月1〜2日 7.6%（26人）

月3〜4日くらい 5.8%（20人）
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Q24 n=341

学生食堂の利用頻度

選択肢 割合（人数）

ほとんど利用していない 35.8%（122人）

週1〜2日くらい 18.8%（64人）

週3〜4日くらい 16.4%（56人）

月3〜4日くらい 13.5%（46人）

月1〜2日 11.7%（40人）

週5日以上 3.8%（13人）

参考 n=406

学生生活の充実度（参考）

選択肢 割合（人数）

おおむね充実している 62.1%（252人）

とても充実している 32.0%（130人）

あまり充実していない 4.2%（17人）

まったく充実していない 1.7%（7人）

参考 n=405

成長の実感（参考）

選択肢 割合（人数）

成長をしている実感が少しはある 63.5%（257人）

成長をしている実感がとてもある 24.9%（101人）

成長をしている実感があまりない 10.1%（41人）

成長をしている実感がまったくない 1.5%（6人）
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第2部　全国学生調査（Ⅰ 授業・学修に関する経験）

Q01 2年 n=88 ／ 4年 n=76

理解がしやすいように教え方が工夫されていた。

選択肢 2年生 4年生

ある程度あった 59.1% 75.0%

よくあった 36.4% 21.1%

あまりなかった 4.5% 2.6%

なかった 0.0% 1.3%

Q02 2年 n=88 ／ 4年 n=77

予習・復習など授業時間外に行うべき学習が指示される。

選択肢 2年生 4年生

ある程度あった 56.8% 61.0%

よくあった 33.0% 14.3%

あまりなかった 10.2% 20.8%

なかった 0.0% 3.9%

Q03 2年 n=88 ／ 4年 n=77

課題等の提出物に適切なコメントが付されて返却される。

選択肢 2年生 4年生

ある程度あった 62.5% 62.3%

よくあった 26.1% 11.7%

あまりなかった 9.1% 22.1%

なかった 2.3% 3.9%

Q04 2年 n=88 ／ 4年 n=77

グループワークやディスカッションの機会がある。

選択肢 2年生 4年生

ある程度あった 52.3% 46.8%

よくあった 35.2% 40.3%

あまりなかった 12.5% 11.7%

なかった 0.0% 1.3%
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Q05 2年 n=88 ／ 4年 n=77

質疑応答など、教員等との意見交換の機会がある。

選択肢 2年生 4年生

ある程度あった 58.0% 58.4%

よくあった 23.9% 19.5%

あまりなかった 18.2% 20.8%

なかった 0.0% 1.3%

Q06 2年 n=87 ／ 4年 n=77

ティーチングアシスタントなどによる補助的な指導がある

選択肢 2年生 4年生

ある程度あった 55.2% 36.4%

あまりなかった 18.4% 44.2%

よくあった 17.2% 6.5%

なかった 9.2% 13.0%

Q07 2年 n=88 ／ 4年 n=77

インターンシップ（５日間以上）

選択肢 2年生 4年生

経験していない 93.2% 71.4%

有用だった 5.7% 11.7%

ある程度有用だった 1.1% 15.6%

有用ではなかった 0.0% 1.3%

Q08 2年 n=88 ／ 4年 n=77

海外留学・海外研修（短期も含む）

選択肢 2年生 4年生

経験していない 90.9% 94.8%

有用だった 8.0% 5.2%

ある程度有用だった 1.1% 0.0%
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Q09 2年 n=88 ／ 4年 n=77

主に英語で行われる授業の履修（語学科目を除く）

選択肢 2年生 4年生

ある程度有用だった 33.0% 33.8%

経験していない 29.5% 37.7%

あまり有用ではなかった 13.6% 18.2%

有用だった 22.7% 6.5%

有用ではなかった 1.1% 3.9%



第2部　全国学生調査（Ⅱ 身に付いた知識・能力）
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第2部　全国学生調査（Ⅱ 身に付いた知識・能力）

Q10 2年 n=89 ／ 4年 n=77

専門分野に関する知識・理解

選択肢 2年生 4年生

ある程度身に付いた 56.2% 61.0%

身に付いた 38.2% 33.8%

あまり身に付いていない 5.6% 5.2%

Q11 2年 n=89 ／ 4年 n=77

将来の仕事につながるような知識・スキル・態度・価値観

選択肢 2年生 4年生

ある程度身に付いた 53.9% 58.4%

身に付いた 39.3% 33.8%

あまり身に付いていない 6.7% 7.8%

Q12 2年 n=89 ／ 4年 n=77

文献・資料を収集・分析する力

選択肢 2年生 4年生

ある程度身に付いた 69.7% 68.8%

身に付いた 24.7% 16.9%

あまり身に付いていない 5.6% 11.7%

身に付いていない 0.0% 2.6%

Q13 2年 n=89 ／ 4年 n=77

論理的に文章を書く力

選択肢 2年生 4年生

ある程度身に付いた 61.8% 68.8%

身に付いた 23.6% 11.7%

あまり身に付いていない 14.6% 16.9%

身に付いていない 0.0% 2.6%
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Q14 2年 n=89 ／ 4年 n=77

人に分かりやすく話す力

選択肢 2年生 4年生

ある程度身に付いた 55.1% 63.6%

身に付いた 32.6% 19.5%

あまり身に付いていない 11.2% 16.9%

身に付いていない 1.1% 0.0%

Q15 2年 n=89 ／ 4年 n=77

外国語を使う力

選択肢 2年生 4年生

あまり身に付いていない 34.8% 51.9%

ある程度身に付いた 46.1% 19.5%

身に付いていない 6.7% 24.7%

身に付いた 12.4% 3.9%

Q16 2年 n=89 ／ 4年 n=77

数理・統計・データサイエンスに関する知識・技能

選択肢 2年生 4年生

あまり身に付いていない 32.6% 55.8%

ある程度身に付いた 51.7% 24.7%

身に付いていない 4.5% 18.2%

身に付いた 11.2% 1.3%

Q17 2年 n=89 ／ 4年 n=77

問題を見つけて解決方法を考える力

選択肢 2年生 4年生

ある程度身に付いた 70.8% 62.3%

身に付いた 22.5% 15.6%

あまり身に付いていない 5.6% 22.1%

身に付いていない 1.1% 0.0%
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Q18 2年 n=89 ／ 4年 n=77

他者と協働する力

選択肢 2年生 4年生

ある程度身に付いた 48.3% 55.8%

身に付いた 47.2% 37.7%

あまり身に付いていない 4.5% 6.5%

Q19 2年 n=89 ／ 4年 n=77

幅広い知識、ものの見方

選択肢 2年生 4年生

ある程度身に付いた 51.7% 53.2%

身に付いた 44.9% 37.7%

あまり身に付いていない 2.2% 9.1%

身に付いていない 1.1% 0.0%

Q20 2年 n=89 ／ 4年 n=77

異なる文化に関する知識・理解

選択肢 2年生 4年生

ある程度身に付いた 56.2% 54.5%

身に付いた 34.8% 23.4%

あまり身に付いていない 7.9% 16.9%

身に付いていない 1.1% 5.2%
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第2部　全国学生調査（Ⅲ 学修の意識・姿勢）

Q21 2年 n=89 ／ 4年 n=77

卒業時までに身に付けるべき知識や能力を意識して学修している。

選択肢 2年生 4年生

ある程度そう思う 51.7% 57.1%

そう思う 41.6% 29.9%

あまりそうは思わない 6.7% 11.7%

そうは思わない 0.0% 1.3%

Q22 2年 n=89 ／ 4年 n=77

授業アンケート等の学生の意見を通じて大学教育が良くなっている。

選択肢 2年生 4年生

ある程度そう思う 51.7% 44.2%

あまりそうは思わない 21.3% 37.7%

そう思う 25.8% 9.1%

そうは思わない 1.1% 9.1%

Q23 2年 n=89 ／ 4年 n=76

教職員が熱心に教育に取り組んでいる。

選択肢 2年生 4年生

ある程度そう思う 58.4% 59.2%

そう思う 36.0% 21.1%

あまりそうは思わない 5.6% 13.2%

そうは思わない 0.0% 6.6%

Q24 2年 n=89 ／ 4年 n=77

大学の学びによって成長を実感している。

選択肢 2年生 4年生

ある程度そう思う 58.4% 55.8%

そう思う 34.8% 29.9%

あまりそうは思わない 6.7% 9.1%

そうは思わない 0.0% 5.2%
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第2部　全国学生調査（Ⅳ １週間の学修行動時間）

Q25 2年 n=86 ／ 4年 n=77

授業への出席（実験・実習、オンライン授業を含む）

選択肢 2年生 4年生

0時間 1.2% 2.6%

1-5時間 8.1% 37.7%

6-10時間 12.8% 18.2%

11-15時間 4.7% 16.9%

16-20時間 19.8% 9.1%

21-30時間 22.1% 10.4%

31時間以上 31.4% 5.2%

Q26 2年 対象外（回答データなし）／ 4年 n=77

卒業論文・卒業研究・卒業制作

選択肢 2年生 4年生

0時間 － 6.5%

1-5時間 － 76.6%

6-10時間 － 9.1%

11-15時間 － 1.3%

16-20時間 － 5.2%

31時間以上 － 1.3%

注記「卒業論文・卒業研究・卒業制作」は本学の調査票では4年生にのみ出題される設問です。元データに2年生の回答は存在しないため、2年

生欄はすべて「－」としています（回答データがない状態です）。

Q27 2年 n=86 ／ 4年 n=77

予習・復習・課題など授業に関する学習（卒業論文等は除く）

選択肢 2年生 4年生

0時間 1.2% 13.0%

1-5時間 61.6% 72.7%

6-10時間 20.9% 2.6%

11-15時間 9.3% 6.5%

16-20時間 3.5% 1.3%

21-30時間 2.3% 2.6%

31時間以上 1.2% 1.3%
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Q28 2年 n=86 ／ 4年 n=77

授業と直接関係しない自主的な学習（学問に関係する読書やディスカッション、実技の練習、資格試験の勉強等）

選択肢 2年生 4年生

0時間 9.3% 33.8%

1-5時間 73.3% 41.6%

6-10時間 10.5% 13.0%

11-15時間 3.5% 7.8%

16-20時間 1.2% 2.6%

21-30時間 2.3% 0.0%

31時間以上 0.0% 1.3%

Q29 2年 n=86 ／ 4年 n=76

部活動／サークル活動

選択肢 2年生 4年生

0時間 77.9% 78.9%

1-5時間 16.3% 11.8%

6-10時間 3.5% 6.6%

11-15時間 1.2% 0.0%

21-30時間 1.2% 2.6%

Q30 2年 n=85 ／ 4年 n=77

アルバイト／定職

選択肢 2年生 4年生

0時間 9.4% 6.5%

1-5時間 20.0% 10.4%

6-10時間 23.5% 16.9%

11-15時間 14.1% 18.2%

16-20時間 17.6% 31.2%

21-30時間 10.6% 11.7%

31時間以上 4.7% 5.2%
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第1部 補足　2年生・4年生の比較（生活実態）

学生生活実態調査（全学年対象）の回答を、2年生・4年生に分けて比較したものです。全体集計だけでは見えない学年差を確認できま

す。

選択肢 全体（全学年） 2年生 4年生

Q01　居住形態　全体 n=341／2年生 n=74／4年生 n=68

家族・親族等と同居 81.5% 82.4% 70.6%

彼氏と同居 0.3% 0.0% 0.0%

1人暮らし 17.0% 17.6% 27.9%

双子の姉と2人暮らし 0.3% 0.0% 0.0%

実家を離れて妹と同居中です。 0.3% 0.0% 0.0%

2人暮らし（兄弟） 0.3% 0.0% 1.5%

妹と2人暮し 0.3% 0.0% 0.0%

Q02　朝食を食べる頻度　全体 n=342／2年生 n=74／4年生 n=68

毎日食べている 49.1% 48.6% 35.3%

週3〜4日は食べている 16.4% 18.9% 16.2%

いつも食べていない 8.5% 5.4% 16.2%

週5〜6日は食べている 16.4% 13.5% 16.2%

週1〜2日は食べている 9.6% 13.5% 16.2%

Q03　昼食を食べる頻度　全体 n=342／2年生 n=74／4年生 n=68

毎日食べている 77.2% 75.7% 70.6%

週3〜4日は食べている 8.2% 6.8% 11.8%

週5〜6日は食べている 13.2% 16.2% 14.7%

週1〜2日は食べている 0.9% 1.4% 0.0%

いつも食べていない 0.6% 0.0% 2.9%

Q04　夕食を食べる頻度　全体 n=342／2年生 n=74／4年生 n=68
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毎日食べている 85.4% 81.1% 89.7%

週5〜6日は食べている 9.4% 10.8% 10.3%

週3〜4日は食べている 4.4% 6.8% 0.0%

週1〜2日は食べている 0.6% 1.4% 0.0%

いつも食べていない 0.3% 0.0% 0.0%

Q05　平日の睡眠時間　全体 n=342／2年生 n=74／4年生 n=68

3時間以上、6時間未満 49.4% 52.7% 42.6%

6時間以上、9時間未満 47.1% 40.5% 54.4%

3時間未満 3.2% 6.8% 2.9%

9時間以上 0.3% 0.0% 0.0%

Q06　休日の睡眠時間　全体 n=341／2年生 n=74／4年生 n=67

3時間以上、6時間未満 17.0% 9.5% 14.9%

6時間以上、9時間未満 70.7% 81.1% 74.6%

9時間以上 11.1% 6.8% 10.4%

3時間未満 1.2% 2.7% 0.0%

Q07　授業中の眠気の頻度　全体 n=341／2年生 n=73／4年生 n=68

ほぼ毎日ある 4.4% 2.7% 2.9%

ほとんどない 44.6% 42.5% 63.2%

週1〜2日くらいある 41.9% 42.5% 26.5%

週3〜4日くらいある 9.1% 12.3% 7.4%

Q08　校納金の負担状況　全体 n=341／2年生 n=73／4年生 n=68

すべて家族等が負担 80.4% 79.5% 85.3%

一部を家族が負担（自分の負

担が多い）
3.2% 4.1% 1.5%

すべて自分で負担 5.6% 6.8% 2.9%
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一部を自分が負担（家族等の

負担が多い）
9.1% 6.8% 10.3%

必要ない 1.8% 2.7% 0.0%

Q09　修学費の負担状況　全体 n=341／2年生 n=73／4年生 n=68

すべて家族等が負担 61.3% 64.4% 45.6%

すべて自分で負担 17.9% 12.3% 30.9%

一部を家族が負担（自分の負

担が多い）
8.8% 11.0% 13.2%

一部を自分が負担（家族等の

負担が多い）
10.9% 11.0% 10.3%

必要ない 1.2% 1.4% 0.0%

Q10　通学費の負担状況　全体 n=341／2年生 n=73／4年生 n=68

すべて家族等が負担 46.3% 46.6% 27.9%

一部を家族が負担（自分の負

担が多い）
7.9% 9.6% 5.9%

すべて自分で負担 21.4% 16.4% 38.2%

必要ない 13.2% 12.3% 11.8%

一部を自分が負担（家族等の

負担が多い）
11.1% 15.1% 16.2%

Q11　一人暮らし家賃の負担状況　全体 n=310／2年生 n=66／4年生 n=63

すべて家族等が負担 27.4% 36.4% 27.0%

必要ない 67.4% 62.1% 63.5%

すべて自分で負担 3.2% 1.5% 7.9%

一部を自分が負担（家族等の

負担が多い）
1.6% 0.0% 0.0%

一部を家族が負担（自分の負

担が多い）
0.3% 0.0% 1.6%

Q12　一人暮らし生活費の負担状況　全体 n=309／2年生 n=66／4年生 n=62

すべて家族等が負担 15.2% 15.2% 11.3%



第1部 補足　2年生・4年生の比較（生活実態）

29 2025年度 学生生活実態・全国学生調査 集計結果

必要ない 66.0% 62.1% 59.7%

一部を自分が負担（家族等の

負担が多い）
8.7% 12.1% 11.3%

一部を家族が負担（自分の負

担が多い）
3.6% 7.6% 6.5%

すべて自分で負担 6.5% 3.0% 11.3%

Q13　遊興費の負担状況　全体 n=338／2年生 n=73／4年生 n=67

すべて自分で負担 74.3% 76.7% 85.1%

一部を家族が負担（自分の負

担が多い）
15.7% 15.1% 10.4%

一部を自分が負担（家族等の

負担が多い）
4.1% 5.5% 1.5%

必要ない 2.7% 1.4% 3.0%

すべて家族等が負担 3.3% 1.4% 0.0%

Q14　学生生活とアルバイトの両立状況　全体 n=342／2年生 n=74／4年生 n=68

おおむね両立できている 39.8% 41.9% 42.6%

両立できている 48.5% 45.9% 51.5%

アルバイトはしていない 9.9% 6.8% 5.9%

両立できていない 0.3% 1.4% 0.0%

あまり両立できていない 1.5% 4.1% 0.0%

Q15　ボランティア活動の実施状況　全体 n=341／2年生 n=73／4年生 n=68

以前はしていたが、現在はし

ていない
31.1% 31.5% 45.6%

したことがない 51.9% 52.1% 42.6%

単発を不定期や長期休暇中の

みしている
11.4% 8.2% 4.4%

定期的にしている 5.6% 8.2% 7.4%

Q16　部活動・サークル活動の状況　全体 n=340／2年生 n=72／4年生 n=68
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活動はしていない; 67.6% 66.7% 66.2%

本学の部やサークルで活動; 23.8% 20.8% 27.9%

他大学の部やサークルで活

動;
3.5% 6.9% 1.5%

活動はしていない;地域（社

会人など）の部やサークルで

活動;

0.9% 2.8% 0.0%

本学の部やサークルで活動;

他大学の部やサークルで活

動;

0.6% 0.0% 0.0%

地域（社会人など）の部やサ

ークルで活動;
2.6% 2.8% 1.5%

本学の部やサークルで活動;

活動はしていない;
0.3% 0.0% 1.5%

他大学の部やサークルで活

動;活動はしていない;
0.3% 0.0% 1.5%

他大学の部やサークルで活

動;地域（社会人など）の部

やサークルで活動;

0.3% 0.0% 0.0%

Q17　奨学金制度の認知度　全体 n=407／2年生 n=90／4年生 n=77

あまり知らない 26.5% 22.2% 33.8%

知っている 21.9% 30.0% 14.3%

おおむね知っている 44.2% 41.1% 37.7%

まったく知らない 7.4% 6.7% 14.3%

Q18　学生相談室の利用方法の認知　全体 n=407／2年生 n=90／4年生 n=77

おおむね知っている 28.0% 28.9% 24.7%

知っている 15.0% 16.7% 15.6%

あまり知らない 45.0% 44.4% 42.9%

まったく知らない 12.0% 10.0% 16.9%

Q19　教員研究室への訪問状況　全体 n=338／2年生 n=72／4年生 n=68
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ある 44.4% 50.0% 55.9%

ない 55.6% 50.0% 44.1%

Q20　オフィスアワー確認の有無　全体 n=150／2年生 n=36／4年生 n=38

確認する 50.0% 55.6% 42.1%

確認しない 50.0% 44.4% 57.9%

Q21　図書館の利用頻度　全体 n=342／2年生 n=74／4年生 n=68

週1〜2日くらい 14.9% 16.2% 19.1%

週3〜4日くらい 9.9% 10.8% 4.4%

ほとんど利用していない 41.2% 31.1% 51.5%

月1〜2日 18.7% 20.3% 16.2%

月3〜4日くらい 14.3% 20.3% 8.8%

週5日以上 0.9% 1.4% 0.0%

Q22　情報処理室の利用頻度　全体 n=406／2年生 n=90／4年生 n=76

ほとんど利用していない 59.6% 67.8% 51.3%

週1〜2日くらい 13.1% 7.8% 15.8%

月3〜4日くらい 9.6% 10.0% 10.5%

月1〜2日 15.8% 12.2% 22.4%

週3〜4日くらい 1.7% 2.2% 0.0%

週5日以上 0.2% 0.0% 0.0%

Q23　学生ホール・ラウンジの利用頻度　全体 n=342／2年生 n=74／4年生 n=68

週1〜2日くらい 17.8% 17.6% 26.5%

週3〜4日くらい 31.6% 32.4% 17.6%

週5日以上 21.1% 33.8% 2.9%

月3〜4日くらい 5.8% 5.4% 10.3%

ほとんど利用していない 16.1% 6.8% 23.5%

月1〜2日 7.6% 4.1% 19.1%
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Q24　学生食堂の利用頻度　全体 n=341／2年生 n=74／4年生 n=68

月1〜2日 11.7% 18.9% 7.4%

週3〜4日くらい 16.4% 10.8% 8.8%

週1〜2日くらい 18.8% 10.8% 26.5%

ほとんど利用していない 35.8% 40.5% 45.6%

月3〜4日くらい 13.5% 13.5% 8.8%

週5日以上 3.8% 5.4% 2.9%

注記各群（全体・2年生・4年生）それぞれの有効回答数を分母として算出（割合は小数第1位四捨五入）。2・4年生の回答数は設問により異なります

（n=約67〜90）。全体（n=約341〜407）には1・3年生も含まれます。Q11・Q12は実家生を含む全回答者が対象。Q16は複数回答（選択肢の組合せ

のまま集計）。Q20は研究室訪問経験者（179名）のみが対象の条件付き集計です。
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付録　集計上の留意点（分母・条件付き集計）

設問ごとの分母の違い・定義

問 設問 n 備考（分母・集計上の扱い）

Q01 居住形態 406

Q02 朝食を食べる頻度 407

Q03 昼食を食べる頻度 407

Q04 夕食を食べる頻度 407

Q05 平日の睡眠時間 407

Q06 休日の睡眠時間 406

Q07 授業中の眠気の頻度 406

Q08 校納金の負担状況 406

Q09 修学費の負担状況 406

Q10 通学費の負担状況 406

Q11 一人暮らし家賃の負担状況 364
実家生を含む全回答者が対象（一人暮らしの

みの内訳を併記）

Q12 一人暮らし生活費の負担状況 363
実家生を含む全回答者が対象（一人暮らしの

みの内訳を併記）

Q13 遊興費の負担状況 402

Q14 学生生活とアルバイトの両立状況 407

Q15 ボランティア活動の実施状況 406

Q16 部活動・サークル活動の状況 404 複数回答（選択肢の組合せのまま集計）

Q17 奨学金制度の認知度 407

Q18 学生相談室の利用方法の認知 407

Q19 教員研究室への訪問状況 403 Q20の対象はこの設問の「ある」回答者

Q20 オフィスアワー確認の有無 179 Q19で「ある」回答者のみ（条件付き集計）

Q21 図書館の利用頻度 407
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Q22 情報処理室の利用頻度 406

Q23
学生ホール・ラウンジの利用

頻度
342

Q24 学生食堂の利用頻度 341

第2部（全国学生調査・学修）の分母について

各設問の有効回答数は n=76〜89 で、回答者数（167名）とは一致しません（無回答・設問分岐の影響）。

2年生と4年生では対象設問が一部異なります（「卒業論文・卒業研究・卒業制作」は4年生のみ）。

第1部（生活実態）と第2部（学修）は対象（全学年／2・4年生）と分母が異なるため、割合を単純比較しないでください。


